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１６～１８インフォメーション

みずほ伝言板
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総合文化祭の参加募集　ほか

平成18年度

横田飛行場 航空自衛隊との共同使用について　ほか

違法捨て看板撤去対策強化へ
さくらまつり　ほか

役場の組織と配置一部変更・道路の愛称決定
狂犬病の予防注射日程
でんじろうスーパーサイエンスショー　ほか

２１～２３教育委員会からのお知らせ

福　祉 福祉手当等の振り込み案内　ほか １９～２０

お
も
な
内
容

　地域の桜

見てみよう　

　いよいよ春本番、町内の数あ
る桜の見どころから一部をご紹
介します。お散歩がてら、町内の
桜巡りはいかがですか。
　開花も例年より早く、広報が
届くころは満開でしょうか。　 『町長への手紙』が折り込まれています

１０～１３

写真は石畑公園（左上）、狭山池公園（左下）、慰霊塔階段（右）



は
じ
め
に
、
在
日
米
軍
再
編
に
関
す

る
中
間
報
告
に
お
け
る
横
田
飛
行
場
の

航
空
自
衛
隊
と
の
共
同
使
用
に
つ
い

て
、
改
め
て
こ
の
度
の
決
定
に
つ
い
て

私
の
考
え
を
述
べ
、
町
民
の
皆
様
に
ご

理
解
を
賜
わ
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

私
は
、
世
界
平
和
と
日
本
の
安
全
が

あ
っ
て
、
は
じ
め
て
瑞
穂
町
の
安
全
が

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

従
っ
て
、
今
回
の
航
空
自
衛
隊
と
の

共
同
使
用
が
、
耐
え
難
い
ほ
ど
の
大
き

な
負
担
で
な
い
限
り
は
、
国
策
に
協
力

す
べ
き
で
あ
る
と
の
思
い
で
す
。

し
か
し
、
国
の
安
全
に
か
か
る
負
担

は
、
全
国
民
が
均
し
く
担
う
べ
き
も
の

で
、
よ
り
負
担
の
重
い
基
地
等
防
衛
施

設
所
在
の
自
治
体
に
対
し
て
、
国
は
手

厚
い
振
興
策
を
実
施
す
べ
き
で
あ
り
、

ま
た
、
そ
れ
を
国
に
求
め
る
の
は
当
然

の
こ
と
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
回
の
計
画
案
で
は
、
航
空
総
隊
司

令
部
と
関
連
部
隊
が
移
駐
し
ま
す
が
、

常
駐
機
の
配
備
は
な
く
、
連
絡
機
が
飛

行
す
る
程
度
で
あ
る
と
の
説
明
を
受
け

て
い
ま
す
。

従
い
ま
し
て
、
自
衛
隊
と
の
共
同
使

用
に
つ
い
て
は
、
世
界
平
和
と
日
本
の

安
全
を
守
る
国
策
で
あ
る
こ
と
を
思
量

し
、
町
民
の
生
活
環
境
を
著
し
く
悪
化

さ
せ
る
も
の
で
な
い
と
判
断
し
、
概
ね

容
認
す
る
旨
を
発
表
し
た
も
の
で
す
。

ま
た
、
こ
の
計
画
を
容
認
す
る
こ
と

で
、
町
民
の
生
活
環
境
を
よ
り
悪
化
さ

せ
る
軍
民
共
用
化
の
動
き
を
封
じ
る
こ

と
が
で
き
る
と
も
考
え
て
い
ま
す
。

さ
て
、
平
成
１８
年
度
は
、
長
期
総
合

計
画
後
期
基
本
計
画
の
ス
タ
ー
ト
の
年

で
あ
り
ま
す
。

基
本
構
想
の
将
来
都
市
像
「
人
と
自

然
が
織
り
な
す
ま
ち
　
み
ず
ほ
―
快
適

な
生
活
環
境
を
め
ざ
し
て
―
」
の
実
現

に
向
け
て
全
力
で
各
種
施
策
に
取
り
組

む
所
存
で
す
。

以
下
に
、
重
点
施
策
を
中
心
に
申
し

上
げ
ま
す
。

家
庭
ご
み
の
一
部
有
料
化
・
戸
別

収
集
導
入
か
ら
１
年
半
が
経
過
し
、
ご

み
の
減
量
と
再
資
源
化
が
進
ん
で
い
ま

す
。
引
き
続
き
町
民
の
皆
様
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
循
環

型
社
会
の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
を

推
進
し
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
の
秋
に
開
園
し
た
「
み

ず
ほ
エ
コ
パ
ー
ク
」
は
、
管
理
運
営
委

員
会
を
立
ち
上
げ
、
環
境
学
習
と
町
民

の
憩
い
の
場
と
し
て
充
実
に
努
め
ま

す
。緑

の
保
全
に
つ
い
て
は
、
保
存
樹
林

地
指
定
を
積
極
的
に
進
め
る
と
と
も

に
、
そ
の
維
持
管
理
等
に
つ
い
て
町
民

参
加
の
仕
組
み
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

都
市
基
盤
づ
く
り
で
は
、
箱
根
ヶ
崎

駅
西
、
殿
ヶ
谷
両
地
区
の
土
地
区
画
整

理
事
業
や
都
市
計
画
道
路
福
３
・
４
・

２６
号
線
（
瑞
穂
飯
能
線
）
お
よ
び
福

３
・
５
・
２４
号
線（
御
伊
勢
山
通
り
線
）

整
備
事
業
を
進
め
ま
す
。
栗
原
地
区
土

地
区
画
整
理
事
業
で
は
、
準
備
会
の
結

成
と
事
業
化
へ
の
支
援
を
し
ま
す
。

地
域
生
活
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い

生
活
道
路
の
整
備
・
改
修
に
つ
い
て

は
、
特
に
財
源
等
、
重
点
配
分
を
行
い

積
極
的
に
推
進
し
ま
す
。

市
街
化
調
整
区
域
の
下
水
道
事
業
に

つ
い
て
は
、
供
用
可
能
な
地
区
か
ら
汚

水
枡
設
置
工
事
を
実
施
し
ま
す
。ま
た
、

元
狭
山
地
区
の
雨
水
対
策
を
実
施
す
る

た
め
の
計
画
見
直
し
に
着
手
し
ま
す
。

公
共
交
通
整
備
は
、
八
高
線
に
つ
い

て
、
昨
年
１２
月
に
１
本
増
発
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
引
き
続
き
要
請
を
関

係
機
関
に
対
し
粘
り
強
く
行
い
ま
す
。

ま
た
、
バ
ス
路
線
に
つ
い
て
も
、
整
備

充
実
に
向
け
て
取
り
組
み
を
進
め
ま

す
。防

災
で
は
、
第
五
分
団
車
庫
等
の
設

計
に
着
手
し
、
翌
年
の
工
事
を
目
指
し

ま
す
。

（
仮
称
）
元
狭
山
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
の
１１
月
開
設
を
目
指
し
ま
す
。

施
政
方
針

平
成
１８
年
度

「
人
と
自
然
が
織
り
な
す
ま
ち

み
ず
ほ
」
の
実
現
に
向
け
て

平
成
１８
年
第
１
回
瑞
穂

町
議
会
定
例
会
で
、
石
塚

町
長
か
ら
１８
年
度
の
施
政

方
針
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
あ
ら
ま
し
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

環
境
と
共
生
す
る

ま
ち
づ
く
り

活
力
あ
る
生
活
を
支
え
る

ま
ち
づ
く
り
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長
岡
地
区
で
は
、
地
域
づ
く
り
の
拠

点
施
設
の
設
置
に
向
け
、
地
元
と
の
協

議
を
進
め
る
と
と
も
に
、
用
地
を
取
得

し
ま
す
。

ま
た
、
箱
根
ヶ
崎
西
会
館
で
は
、
空

調
機
器
の
取
り
換
え
と
高
齢
者
や
障
害

の
あ
る
人
に
も
使
い
や
す
い
改
修
工
事

を
行
い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
で

は
、武
道
館
の
改
修
工
事
を
行
い
ま
す
。

安
全
・
安
心
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
で

は
、
地
域
の
防
犯
体
制
の
強
化
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
各
町
内
会
を
中
心
に

自
主
防
犯
組
織
化
を
促
進
し
、
さ
ら
に

安
全
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

町
の
活
力
増
進
に
欠
か
せ
な
い
商
業

振
興
対
策
で
す
が
、
瑞
穂
町
商
店
街
振

興
プ
ラ
ン
に
位
置
づ
け
た
各
取
り
組
み

の
具
体
化
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
１０
月
に
開
設
し
た
ハ
ロ

ー
ワ
ー
ク
の
Ｐ
Ｒ
に
努
め
、
町
民
の
雇

用
機
会
の
拡
大
に
積
極
的
に
取
り
組
み

ま
す
。
併
せ
て
、
消
費
者
相
談
窓
口
の

Ｐ
Ｒ
等
を
強
化
し
、
消
費
者
を
取
り
巻

く
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
対
処
し
ま
す
。

な
お
、
殿
ヶ
谷
地
区
に
い
よ
い
よ
大

型
店
舗
が
工
事
に
着
手
す
る
予
定
で

す
。
利
便
性
の
向
上
、
地
元
雇
用
の
促

進
と
と
も
に
、
地
域
経
済
の
活
性
化
に

繋
が
る
こ
と
と
期
待
す
る
も
の
で
す
。

農
業
で
は
、
農
業
者
に
体
験
農
園
の

開
設
を
働
き
か
け
、
新
し
い
農
業
の
経

営
を
目
指
し
ま
す
。

児
童
福
祉
事
業
と
し
て
、
子
ど
も
家

庭
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
を
充
実
し
、
在

宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
推
進
を
図
る
と
と

も
に
、
乳
幼
児
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
事
業

を
開
始
し
、
総
合
的
に
子
育
て
を
支
援

し
ま
す
。

ま
た
、
認
可
外
保
育
所
利
用
者
補
助

事
業
を
引
き
続
き
実
施
し
、
待
機
児
童

の
解
消
に
努
め
ま
す
。

高
齢
者
福
祉
事
業
で
す
が
、
高
齢
者

の
保
健
・
福
祉
・
医
療
の
向
上
と
増
進

の
た
め
に
援
助
、
支
援
を
担
う
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
ま
す
。
高
齢
者

福
祉
セ
ン
タ
ー
「
寿
楽
」
は
、
指
定
管

理
者
制
度
の
導
入
２
年
目
を
迎
え
、
よ

り
一
層
、
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、
経
費
の

節
減
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
シ
ル
バ
ー
ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ
も

２
月
に
開
設
し
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
を
指
定
管
理
者
に
指
定
し
ま
し

た
。
高
年
齢
者
の
就
業
機
会
の
拡
大
を

担
う
拠
点
と
し
て
活
用
さ
れ
る
も
の
と

期
待
し
て
い
ま
す
。

学
校
教
育
関
係
で
す
が
、
学
校
施
設

は
第
一
小
学
校
を
も
っ
て
、
全
て
の
小

中
学
校
の
耐
震
診
断
が
終
了
し
ま
す
。

こ
の
結
果
に
基
づ
き
順
次
耐
震
補
強
を

実
施
す
る
た
め
に
、
瑞
穂
中
学
校
の
設

計
を
行
い
ま
す
。

学
校
ト
イ
レ
改
修
は
、
第
三
小
学
校

と
第
二
中
学
校
の
２
校
を
行
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
第
二
中
学
校
除
湿
温
度
保

持
機
能
復
旧
工
事
を
行
う
な
ど
、
計
画

的
に
教
育
環
境
を
整
備
、充
実
し
ま
す
。

青
少
年
健
全
育
成
で
す
が
、
市
長
会

と
町
村
会
の
共
同
運
営
事
業
で
あ
る
演

奏
会
が
ス
カ
イ
ホ
ー
ル
を
会
場
と
し
て

実
施
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
町
独
自
の
子

ど
も
体
験
塾
事
業
と
し
て
、
小
笠
原
村

へ
の
派
遣
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

国
際
化
施
策
で
は
、
昨
年
に
続
き
日

米
親
善
演
奏
会
と
国
際
化
推
進
派
遣
事

業
を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
の
派

遣
先
で
あ
る
米
国
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州

の
モ
ー
ガ
ン
ヒ
ル
市
か
ら
、
友
好
・
姉

妹
都
市
締
結
の
申
し
出
を
受
け
て
お

り
、
国
際
化
施
策
の
新
た
な
展
開
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

後
期
基
本
計
画
の
ス
タ
ー
ト
に
当
た

り
、
行
政
需
要
の
変
化
や
新
た
な
行
政

課
題
に
対
し
柔
軟
に
対
応
で
き
る
効
率

的
な
組
織
を
目
指
し
、
４
月
よ
り
新
た

な
組
織
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

ま
た
、
各
事
業
の
目
標
や
成
果
を
検

証
し
事
業
の
見
直
し
を
図
る
行
政
評
価

シ
ス
テ
ム
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
第

三
次
行
政
改
革
大
綱
に
基
づ
く
行
財
政

改
革
の
推
進
に
努
め
ま
す
。

事
業
の
推
進
に
当
た
り
、
経
費
節
減

を
徹
底
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
歳
入

面
に
お
き
ま
し
て
も
、
公
平
・
的
確
な

課
税
お
よ
び
徴
収
率
の
向
上
な
ど
自
主

財
源
の
確
保
に
努
め
る
と
と
も
に
、

国
・
都
支
出
金
の
確
保
に
努
力
し
ま

す
。以

上
、
申
し
上
げ
ま
し
た
よ
う
に
、

限
ら
れ
た
財
源
を
重
点
的
な
事
業
へ
優

先
的
に
配
分
す
る
こ
と
を
心
掛
け
ま
し

た
。全

職
員
が
、
常
に
町
民
福
祉
の
さ
ら

な
る
向
上
と
、
効
率
的
か
つ
効
果
的
な

事
業
展
開
を
念
頭
に
置
き
、
鋭
意
努
力

し
て
い
く
所
存
で
す
の
で
、
町
民
の
皆

様
の
絶
大
な
る
ご
支
援
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

平成18年度　施政方針

計
画
の
推
進

自
ら
を
高
め

互
い
を
認
め
合
う

ま
ち
づ
く
り

問
合
せ
　
企
画
財
政
課

�
５
５
７
―
７
４
６
８

今
回
の
談
合
疑
惑
事
件
で
は
、
町

が
発
注
し
た
工
事
で
逮
捕
者
が
出
て
、

３
月
１４
日
、
略
式
起
訴
さ
れ
た
と
い

う
こ
と
で
す
が
、
誠
に
遺
憾
で
あ
り
、

町
民
の
皆
様
に
大
変
ご
心
配
を
お
掛

け
い
た
し
ま
し
た
。

町
は
、
一
連
の
事
務
を
適
正
に
執

行
し
て
お
り
、
捜
査
に
は
全
面
的
に

協
力
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

業
者
間
で
の
事
件
で
あ
り
ま
す
が
、

町
と
し
て
も
、
今
後
、
こ
の
よ
う
な

こ
と
が
行
わ
れ
な
い
よ
う
、
万
全
な

体
制
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
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健
康
づ
く
り
の
促
進
、
各
種
相
談
・
指
導

事
業
、
機
能
訓
練
、
訪
問
指
導
事
業
の
充
実

を
は
か
り
、
健
康
の
保
持
増
進
に
つ
と
め
ま

す
。
ま
た
、
公
立
福
生
病
院
の
施
設
整
備
を

促
進
す
る
と
と
も
に
、
関
係
機
関
と
の
連
携

を
強
化
し
、
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
は
か

り
ま
す
。

瑞
穂
町
地
域
保
健
福
祉
計
画
に
も
と
づ
き
、

地
域
福
祉
の
総
合
的
な
推
進
を
は
か
り
ま
す
。

高
齢
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
は
か
る

と
と
も
に
、
地
域
支
援
事
業
を
推
進
し
、
要

介
護
状
態
に
な
る
お
そ
れ
の
あ
る
高
齢
者
に

介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
ま
す
。

子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
と
し

た
相
談
体
制
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
待
機

児
童
の
解
消
や
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
つ

と
め
ま
す
。

瑞
穂
町
障
害
福
祉
計
画
を
策
定
し
、
総
合

的
な
障
害
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
は
か

り
ま
す
。

ひ
と
り
親
家
庭
の
自
立
が
一
層
促
進
さ
れ

る
よ
う
、
総
合
的
な
支
援
に
つ
と
め
ま
す
。

就
労
の
促
進
や
相
談
体
制
の
充
実
を
は
か

り
、
自
立
の
援
助
を
推
進
し
ま
す
。

国
及
び
東
京
都
に
安
定
し
た
財
源
確
保
を

は
か
る
よ
う
働
き
か
け
る
と
と
も
に
、
国
民

健
康
保
険
税
の
負
担
の
適
正
化
を
は
か
り
ま

す
。
ま
た
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を

は
か
る
と
と
も
に
、
要
支
援
認
定
者
の
生
活

機
能
の
維
持
・
改
善
を
は
か
る
新
予
防
給
付

を
推
進
し
ま
す
。

基
礎
的
・
基
本
的
な
学
力
の
向
上
を
は
か

る
と
と
も
に
、
教
職
員
の
資
質
の
向
上
や
授

業
改
善
な
ど
、
教
育
内
容
の
充
実
を
は
か
り

ま
す
。
ま
た
、
児
童
・
生
徒
が
快
適
か
つ
安

全
に
学
校
生
活
を
送
れ
る
よ
う
、
学
校
施
設

を
整
備
し
て
い
き
ま
す
。

第
３
章
　
自
ら
を
高
め
互
い
を
認
め
合
う
ま
ち
づ
く
り

（
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
テ
ィ
）

ち
を

第
１
節
　
安
心
感
の
あ
る
保
健
・

医
療
・
福
祉
づ
く
り

広報みずほ 2月号から4月号までの掲載内容

        第1章
環境と共生する
まちづくり
（アメニティ）

第2節 第1節

2月号掲載

後 期 基 本 計 画

          第2章
活力ある生活を
支えるまちづくり
 （バイタリティ）

第2節 第1節

3月号掲載

良
好
な
居
住
空
間

づ
く
り

快
適
で
便
利
な

都
市
基
盤
づ
く
り

特
色
の
あ
る

産
業
づ
く
り

安
全
で
い
き
い
き

と
し
た
生
活
環
境

づ
く
り

        第3章
自らを高め互いを
認め合うまちづくり
（ヒューマニティ）

計画の
推進

第2節 第1節

今月号掲載

町
民
と
の
協
働
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
　
ほ
か

個
性
と
や
さ
し
さ

を
育
む
教
育
・
文

化
づ
く
り

安
心
感
の
あ
る
保

健
・
医
療
・
福
祉

づ
く
り

みずほ
めざして－

�
障
害
福
祉
計
画
の
策
定

障
害
者（
児
）

福
祉

�
自
立
支
援

ひ
と
り
親

福
祉

�
自
立
援
助
の
推
進

「瑞穂町長期総合計画後期基本計画」がいよいよスタートし

ます。2月号から内容を分けてご紹介してきましたが、今月は、

第3章「自らを高め互いを認め合うまちづくり」と「計画の推進」

における重点施策についてお知らせします。

�
健
康
の
保
持
・
増
進

�
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

保
健
・
医
療

�
地
域
保
健
福
祉
計
画
の
推
進

地
域

福
祉

�
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
の
推
進

高
齢
者

福
祉

�
子
育
て
家
庭
の
支
援

児
童

福
祉

低
所
得
者

福
祉

社
会
保
険

制
度

�
財
源
の
確
保
（
国
民
健
康
保
険
）

�
新
予
防
給
付
の
推
進（
介
護
保
険
）

�
教
育
内
容
の
充
実

�
教
育
環
境
の
整
備

学
校

教
育

第
２
節

個
性
と
や
さ
し
さ
を

育
む
教
育
・
文
化
づ
く
り



5 広報みずほ　平成18年4月号

関
係
機
関
と
連
携
し
て
多
様
化
・
高
度
化

す
る
学
習
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
と
と
も
に
、

町
民
主
体
の
生
涯
学
習
推
進
体
制
を
整
備
し

ま
す
。

現
代
的
課
題
や
地
域
課
題
に
対
応
し
た
学

習
機
会
を
設
け
、
自
主
的
な
学
習
機
会
の
創

出
や
主
体
的
な
社
会
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

青
少
年
問
題
協
議
会
の
調
整
機
能
を
活
か

し
、
地
域
に
根
ざ
し
た
青
少
年
活
動
を
展
開

し
ま
す
。

瑞
穂
町
国
際
化
推
進
計
画
の
具
体
化
を
は

か
り
、
町
民
の
国
際
感
覚
の
醸
成
や
外
国
人

と
の
交
流
を
推
進
し
ま
す
。

優
れ
た
音
楽
・
演
劇
・
美
術
な
ど
に
触
れ

る
機
会
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
文
化
団
体

や
自
主
サ
ー
ク
ル
の
育
成
、
活
動
支
援
を
行

い
、
文
化
・
芸
術
活
動
の
振
興
に
つ
と
め
ま

す
。

生
涯
学
習
活
動
の
中
で
得
た
知
識
や
技
術

を
活
か
す
仕
組
み
づ
く
り
や
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
、
行
政
運
営

な
ど
に
町
民
が
参
加
し
や
す
い
環
境
整
備
を

す
す
め
ま
す
。

第
３
次
行
政
改
革
大
綱
と
、
そ
れ
に
も
と

づ
く
実
施
細
目
を
推
進
し
、
行
政
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
や
効
率
的
な
行
財
政
運
営
を
は
か
り

ま
す
。

計
画
づ
く
り
へ
の
町
民
参
加
を
促
進
す
る

と
と
も
に
、
町
民
意
見
を
反
映
さ
せ
る
制
度

の
導
入
・
確
立
を
は
か
り
ま
す
。
ま
た
、
明

る
い
選
挙
に
つ
と
め
、
選
挙
に
関
す
る
意
識

啓
発
を
は
か
る
と
と
も
に
、
身
近
で
投
票
し

や
す
い
環
境
づ
く
り
に
つ
と
め
ま
す
。

一
部
事
務
組
合
の
連
携
を
堅
持
し
、
各
事

業
の
効
率
的
な
運
営
を
推
進
し
ま
す
。

平成18年4月
瑞穂町長期総合計画後期基本計画 スタート（概要その3）

人と自然が織りなすまち
－快適な生活環境を

問
合
せ
　
企
画
財
政
課

�
５
５
７
―
７
４
６
８

生
涯

学
習

�
生
涯
学
習
推
進
体
制
の
整
備

社
会

教
育

�
自
主
性
を
重
視
し
た

社
会
教
育
活
動
の
促
進

文
化
・
芸
術

�
文
化
・
芸
術
活
動
の
振
興

�
国
際
化
推
進
計
画
の
具
体
化

国
際
化

�
一
部
事
務
組
合
事
業
の
推
進

広
域
行
政

の
推
進

�
地
域
に
根
ざ
し
た

青
少
年
育
成
活
動
の
展
開

青
少
年

健
全
育
成

�
町
民
の
主
体
性
を
活
か
す

仕
組
み
づ
く
り

町
民
総
参

画
社
会

町
民
と
の

協
働
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り

�
身
近
な
行
政
計
画
づ
く
り

�
選
挙
管
理

「
後
期
基
本
計
画
書
」
の
閲
覧
、
販
売

こ
の
「
後
期
基
本
計
画
書
」
は
、
図

書
館
や
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
、
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

ま
た
、
販
売
も
し
て
い
ま
す
の
で
、

ご
希
望
の
方
は
企
画
財
政
課
窓
口
ま
で

お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
１
部
　
２
０
０
０
円

人と自然が織りなすまち みずほ
瑞穂町長期総合計画　後期基本計画

－快適な生活環境をめざして－

平成18年3月

瑞 穂 町

効
率
的
か
つ

効
果
的
な
行

財
政
の
運
営

�
行
政
改
革
大
綱
の
推
進

計
画
の
推
進

お
詫
び
と
訂
正

広
報
み
ず
ほ
３
月
号
２
ペ
ー
ジ
で
お

知
ら
せ
し
た
長
期
総
合
計
画
後
期
基
本

計
画
（
概
要
そ
の
２
）
の
記
事
中
「
葬

祭
」
の
位
置
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

正
し
く
は
「
第
１
節
安
全
で
い
き
い
き

と
し
た
生
活
環
境
づ
く
り
」
に
入
り
ま

す
。
お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。



6広報みずほ　平成18年4月号

歳 入
町税町税
6060億2,4632,463万円万円
（51.351.3％）％）

町税
60億2,463万円
（51.3％）

都支出金都支出金
1515億2,4062,406万円万円
（13.013.0％）％）

都支出金
15億2,406万円
（13.0％）

繰入金
4億3,300万円（3.7％）

国有提供施設等所在
市町村助成交付金等
6億9,066万円（5.9％）

国庫支出金
7億4,317万円（6.3％）

町債
5億6,270万円（4.8％）

その他  10億198万円（8.4％）

地方消費税交付金
4億3,300万円（3.7％）

地方譲与税
3億3,900万円（2.9％）

町税の内訳

固定資産税固定資産税
3030億1,1291,129万円万円
（50.050.0％）％）

固定資産税
30億1,129万円
（50.0％）

町民税町民税
2121億4,4364,436万円万円
（35.635.6％）％）

町民税
21億4,436万円
（35.6％）

都市計画税
5億1,632万円
（8.6％）

町たばこ税
2億9,809万円
（4.9％）

軽自動車税
5,457万円
（0.9％）

目的別 性質別

土木費
19億7,957万円（16.9％）

民生費
33億8,533万円
（28.8％）

総務費総務費
1919億9,8309,830万円万円
（17.017.0％）％）

総務費
19億9,830万円
（17.0％）

    衛生費　衛生費　
  15  15億1,6281,628万円万円
（12.912.9％）％）

  衛生費　
  15億1,628万円
（12.9％）

    教育費　教育費　
  14  14億9,8639,863万円万円
（12.812.8％）％）

  教育費　
  14億9,863万円
（12.8％）

  消防費
  5億2,638万円
（4.5％）

公債費
4億3,632万円（3.7％）

その他
4億1,139万円（3.4％）

普通建設
14億7,392万円
（12.5％）

補助費
20億4,316万円
（17.4％）

物件費物件費
2121億2,5182,518万円万円
（18.118.1％）％）

物件費
21億2,518万円
（18.1％）

繰出金
17億5,273万円
（14.9％）

公債費
4億3,632万円
（3.7％）

その他      
1億3,693万円        
（1.2％）

扶助費扶助費
1616億6,8236,823万円万円
（14.214.2％）％）

扶助費
16億6,823万円
（14.2％）

人件費人件費
2121億1,5731,573万円万円
（18.018.0％）％）

人件費
21億1,573万円
（18.0％）

一般会計

117億5,220万円
前年比7,990万円の増

一般会計の歳入と歳出の内訳は、円グラフのとおりです。

※（ ）内の数字は構成比

平成18年度

まちの
予　算

問合せ 企画財政課

�557―7483

歳 出



7 広報みずほ　平成18年4月号

～総額について～ 会 計 名

一般会計

国 民 健 康 保 険

駅西土地区画整理事業

下 水 道 事 業

老 人 保 健 医 療

介 護 保 険

殿 ヶ 谷 財 産 区

石 畑 財 産 区

箱根ヶ崎財産区

長 岡 財 産 区

小　計

合　計

平成18年度

117億5,220万円
28億8,954万円
7億2,315万円
11億9,855万円
16億1,374万円
12億7,458万円

471万円
1,189万円
607万円
43万円

77億2,266万円
194億7,486万円

平成17年度

116億7,230万円
28億2,076万円
8億7,796万円
11億4.376万円
17億0,734万円
12億7,503万円
1億8,627万円
3億3,579万円
2億3,788万円

647万円
85億9,126万円
202億6,356万円

比　較

7,990万円
6,878万円

△1億5,481万円
5,479万円

△9,360万円
△45万円

△1億8,156万円
△3億2,390万円
△2億3,181万円

△604万円
△8億6,860万円
△7億8,870万円

伸び率

0.7％
2.4％

△17.6％
4.8％

△5.5％
△0.0％
△97.5％
△96.5％
△97.4％
△93.3％
△10.1％
△3.9％

特
　
別
　
会
　
計

●平成18年度予算の会計別内訳と前年度との比較

特別会計を含めた総額は、194

億7,486万円となり、前年度より

3.9％の減額となりました。

主な減額要因は、財産区特別

会計の基金積立金が減額および

駅西特別会計では建物移転補償

費が減額になったためです。

予算の使い道　平成18年度の主な事業
～施政方針に沿って各事業を展開していきます～

環境と共生するまちづくり

�廃棄物の資源化とごみ減量化の促進
�地区別ごみ収集委託…………………………… 1億8,575万円
�エコパーク管理業務委託……………………………… 998万円
�生ごみ処理機器購入費助成金………………………… 223万円

�公園・緑地
�保存樹林地等奨励金…………………………………… 285万円
�下野公園だれでもトイレ設置工事…………………… 525万円
�狭山池公園噴水及び照明設置工事…………………… 578万円

�都市基盤づくり
�駅西土地区画整理事業特別会計繰出金 ……………… 4億4,214万円
�殿ヶ谷土地区画整理組合助成金…………………… 9,091万円
�都市計画道路3・4・26号線用地・補償費……………… 8,669万円
�都市計画道路3・5・24号線用地・補償費……………… 6,825万円
�町道改修及び舗装工事………………………… 2億7,373万円

�防災
�第五分団車庫等新築工事設計及び用地測量委託…………… 221万円
�国民保護計画策定業務委託…………………………… 300万円

活力ある生活を支えるまちづくり

�コミュニティ・スポーツの振興
�（仮称）元狭山コミュニティセンター新築工事 ……… 3億1,315万円
�（仮称）元狭山コミュニティセンター備品費……………… 1,320万円
�長岡地域施設建設用地取得費……………………… 2,859万円
�長岡地域施設基本設計委託…………………………… 603万円
�松原地区学習等供用施設防音機能復旧工事……… 3,122万円
�箱根ヶ崎地区学習等供用施設用地取得費………… 8,840万円
�武道館改修工事……………………………………… 3,981万円

�商業の振興
�新元気を出せ商店街事業補助金……………………… 140万円
�商業振興推進事業補助金 ……………………………… 10万円
�中小企業振興資金融資利子補給金…………………… 418万円

�その他
�農地と担い手マッチング事業補助金………………… 100万円
�消費生活相談員報酬（消費者相談窓口）…………… 124万円

自らを高め互いを認め合うまちづくり

�福祉
�乳幼児ショートステイ事業委託……………………… 153万円
�認可外保育所利用者補助金………………………… 2,272万円
�地域包括支援センター相談連絡所業務委託 ……………… 555万円

�学校教育
�第一小耐震診断調査委託……………………………… 407万円
�第三小トイレ環境整備工事………………………… 6,905万円
�瑞中耐震補強工事設計委託 ……………………………700万円
�第二中トイレ環境整備工事 …………………………6,574万円
�第二中除湿温度保持機能復旧工事 …………………4,886万円

�社会教育
�多摩・島しょ子ども体験塾事業委託 …………………… 270万円
�図書Web予約対応業務委託 ………………………… 131万円
�スカイホール主催事業公演委託…………………… 1,800万円

�国際化
�国際化推進派遣事業委託…………………………………… 320万円
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在
日
米
軍
再
編
に
関
す
る
中
間
報
告
に
お
け
る

横
田
飛
行
場
の
航
空
自
衛
隊
と
の
共
同
使
用
に
つ
い
て

在
日
米
軍
再
編

「
日
米
同
盟
　
未
来
の
た
め
の
変
革
と
再
編
」
か
ら

再
編
に
関
す
る
勧
告
の
う
ち
横
田
飛
行
場
に
関
す
る
部
分

Ａ

共
同
統
合
運
用
調
整
所
の
設

置
は
、
日
米
の
共
同
開
発
に
移

る
ミ
サ
イ
ル
防
衛
（
Ｍ
Ｄ
）
シ

ス
テ
ム
の
連
携
が
主
な
目
的
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
日
米
間
の
情

報
の
共
有
で
、
万
が
一
の
有
事

の
際
に
迅
速
に
対
応
が
可
能
と

な
る
も
の
で
す
。
司
令
部
の
設

置
で
、
ミ
サ
イ
ル
部
隊
の
追
加

は
な
い
と
説
明
を
受
け
て
い
ま

す
。

Ａ
　
勧
告
で
は
、
横
田
飛
行
場
の
運
用
上
の
能
力
を
損
な
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
に
留
意
し
つ

つ
、
軍
民
共
同
使
用
を
検
討
す
る
と
あ
り
ま
す
。
自
衛
隊
と
の
共
同
使
用
に
よ
り
、
民
間

の
入
る
隙
間
が
無
く
な
り
、
乗
り
入
れ
を
阻
止
で
き
る
と
考
え
ま
す
。
今
後
も
国
や
東
京

都
の
政
策
を
注
視
し
て
い
き
ま
す
。

Ａ

横
田
飛
行
場
に
移
駐
す
る
航
空
総

隊
司
令
部
は
、
実
動
部
隊
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
自
衛
隊
常
駐
機
の
配
備
は

な
く
、連
絡
機
発
着
も
わ
ず
か
で
す
。

ま
た
、
自
衛
隊
機
の
訓
練
を
横
田

で
行
う
こ
と
は
な
い
と
説
明
を
受
け

て
い
ま
す
。
今
回
の
再
編
に
よ
る
横

田
周
辺
に
与
え
る
影
響
は
極
め
て
少

な
い
と
考
え
ま
す
。

Ｑ
　
ミ
サ
イ
ル
基
地
に

な
る
の
で
は
な
い
で
す
か
。

Ｑ
　
軍
民
共
用
化
も
容
認
し
た
こ
と
に
な
り
ま
せ
ん
か
。

Ｑ
　
騒
音
被
害
の
心
配
は
な
い
で
す
か
。

町
民
の
生
活
に
影
響
は
な
い
で
す
か
。

住
民
の
皆
様
か
ら
い
た
だ
い
た
ご
質
問
を
紹
介
し
ま
す 問

合
せ
　
秘
書
広
報
課

�
５
５
７
―
７
４
７
６

▲実動部隊は移駐しません。

●
共
同
統
合
運
用
調
整
の
強
化

自
衛
隊
を
統
合
運
用
体
制
に
変
革
す
る
と
の
日
本
国
政
府
の

意
思
を
認
識
し
つ
つ
、
在
日
米
軍
司
令
部
は
、
横
田
飛
行
場
に

共
同
統
合
運
用
調
整
所
を
設
置
す
る
。
こ
の
調
整
所
の
共
同
使

用
に
よ
り
、
自
衛
隊
と
在
日
米
軍
の
間
の
連
接
性
、
調
整
及
び

相
互
運
用
性
が
不
断
に
確
保
さ
れ
る
。

●
航
空
司
令
部
の
併
置

現
在
府
中
に
所
在
す
る
日
本
の
航
空
自
衛
隊
航
空
総
隊
司
令

部
及
び
関
連
部
隊
は
、
横
田
飛
行
場
に
お
い
て
米
第
５
空
軍
司

令
部
と
併
置
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
防
空
及
び
ミ
サ
イ
ル
防
衛

の
司
令
部
組
織
間
の
連
携
が
強
化
さ
れ
る
と
と
も
に
、
上
記
の

共
同
統
合
運
用
調
整
所
を
通
じ
て
関
連
す
る
セ
ン
サ
ー
情
報
が

共
有
さ
れ
る
。

●
横
田
飛
行
場
及
び
空
域

２
０
０
９
年
に
予
定
さ
れ
て
い
る
羽
田
空
港
拡
張
を
念
頭
に

置
き
つ
つ
、
横
田
空
域
に
お
け
る
民
間
航
空
機
の
航
行
を
円
滑

化
す
る
た
め
の
措
置
が
探
求
さ
れ
る
。
検
討
さ
れ
る
選
択
肢
に

は
、
米
軍
が
管
制
を
行
っ
て
い
る
空
域
の
削
減
や
、
横
田
飛
行

場
へ
の
日
本
の
管
制
官
の
併
置
が
含
ま
れ
る
。
加
え
て
、
双
方

は
、
嘉
手
納
の
レ
ー
ダ
ー
侵
入
管
制
業
務
の
移
管
プ
ロ
セ
ス
の

進
捗
を
考
慮
す
る
。
あ
り
得
べ
き
軍
民
共
同
使
用
の
た
め
の
具

体
的
な
条
件
や
態
様
が
、
共
同
使
用
が
横
田
飛
行
場
の
運
用
上

の
能
力
を
損
な
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
に
留
意
し
つ
つ
、
検
討

さ
れ
る
。

瑞穂町は在日米軍再編での横田飛行場の航空自衛隊との
共同使用について、概ね容認することとしました。

Ａ

基
地
の
返
還
を
望

む
町
の
姿
勢
は
変
わ

り
ま
せ
ん
。

Ｑ
　
基
地
の
恒
久
化
に

つ
な
が
ら
な
い
か
心
配
で
す
。

▲指令部機能が移駐します。
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問合せ　高齢者福祉課�557―0609

●介護認定が変わります（表2）
制度改正により、要介護認定は7区分に変わり、要支

援1と2の方には「新予防給付」が始まります。
要介護認定の際、現在の「要支援」の判定は「要支援

1」に、「要介護1」の判定は身体状態の改善性があると
思われる方は「要支援2」、心身の状態が安定していない
と思われる方などは「要介護1」になります。

●予防重視型のシステムへ
介護が必要な状態にならないように、また、要介護状

態が悪化しないように、本人の意欲・能力を引き出し、
介護を予防するためにサービスが新設されます。
①新予防給付（表1）

軽度の要介護者を対象に、状態の維持・改善を図るこ
とを目的とする、新たな予防給付が創設されます。
②地域支援事業

要支援・要介護になる恐れのある高齢者を対象とした
介護予防事業を実施します。
※地域支援事業については、7月以降の実施となります。
事業内容等は7月号でお知らせする予定です。

（注１）個々の利用者の状態や希望に応じて介護予防ケアプラ
　　　　ンに基づき提供されるもので、一律に筋力向上トレー
　　　　ニングなどが強制されるものではありません。
（注２）家事代行型のサービスは原則として行いませんが、一
　　　　人暮らしや高齢夫婦世帯などで自ら家事を行うことが
　　　　できない場合には、介護予防ケアプランに基づき、必
　　　　要な家事援助サービスが利用できます。

既存サービス
の見直し

新サービスの
導入

　運動器（足腰など）の機能向上、栄養改
善、口腔機能の向上などの新しいプログラ
ムを導入し、既存のサービスを組み直して、
新たなサービスを提供します。（注1）

　生活機能の維持・向上の観点から、訪問
介護などの既存サービスの内容、提供方法、
提供期間等を見直して実施します。（注２）

表1 新予防給付の内容

介護保険制度改正介護保険制度改正

　なお、現行の要支援の認定を受けている方は、現在の
認定有効期間内は、経過的要介護となり、新予防給付で
はなく介護給付の利用となります。

現 

行

表２　要介護認定の区分が変わります

介護保険制度改正介護保険制度改正

要支援
（経過的要介護）

介護予防給付（新予防給付）

要支援１

要介護１ 要介護
２～5

介護給付

要介護
　１

要支援
　２

要介護
２～5

改
正
後

①新予防給付（要支援1・2）

★介護予防通所介護・介護予防通所リハビリテーション

日常生活の支援など（共通サービス）と、運動器の機
能向上、栄養改善、口腔機能の向上など（選択サービス）
に分け、利用者の状態に合ったサービスが提供されます。
★介護予防訪問介護

家事代行型のサービスは原則的に行わず、利用者とヘ
ルパーが一緒に家事を行うなど、生活機能の維持・向上
を目指すものになります。
★介護予防福祉用具貸与

特殊寝台、車いすなどは原則給付対象外となります。

②介護給付（経過的要介護・要介護1～5）
★訪問介護

生活援助の長時間利用について適正化が図られます。
★福祉用具貸与
経過的要介護と要介護１の方は特殊寝台、車いすなど

は原則給付対象外となります。

改正される介護保険制度の概要についてお知らせします。

●サービスの利用が変わります
中・重度者への支援強化、介護予防・リハビリテーシ

ョンの推進の観点から、4月サービス利用分から介護報
酬が改定され、サービス内容が変更になります。主な変
更点は次のとおりです。

●地域包括支援センターの設置
高齢者が住み慣れた地域で安心して生活できるよ

う、保健・医療・福祉の向上と増進のために必要な援
助・支援をするための福祉の総合的機関として、4月1
日に、地域包括支援センターを役場高齢者福祉課内に
設置します。
保健師、社会福祉士、主任ケアマネジャーが中心と

なって、介護予防をはじめ虐待の早期発見・防止など、
高齢者の総合的な相談・支援を行います。

そのほかのサービスや利用の仕方等、介

護保険全般については、全家庭に配布のパ

ンフレットをご覧ください。

介護保険制度改正介護保険制度改正介護保険制度改正介護保険制度改正介護保険制度改正 「介護予防」重視への転換
地域に密着したサービスの提供

4月から

◆　◆　◆
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